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1. 以下の 2つの定理を考えよう．

陰関数定理 F : R2 → RはR2の任意の点で連続微分可能であるとする．(a, b) ∈ R2

とする．もし ∂F

∂y
(a, b) ̸= 0ならば，aを含む（開）区間 I，bを含む（開）区

間 J，および微分可能な関数 g : I → J が存在して，任意の (x, y) ∈ I × J に
ついて，F (x, y) = F (a, b)が成立することと g(x) = yが成立することは同値
である．さらに，

g′(a) = −

∂F

∂x
(a, b)

∂F

∂y
(a, b)

が成立する．

逆関数定理 f : R → RはRの任意の点で連続微分可能であるとする．a ∈ Rとす
る．もし f ′(a) ̸= 0ならば，aを含む（開）区間 I，f(a)を含む（開）区間 J，
および微分可能な関数 g : J → Iが存在して，任意の (x, y) ∈ I × J について，
f(x) = yが成立することと g(y) = xが成立することは同値である．さらに，

g′(f(a)) =
1

f ′(a)

が成立する．

陰関数定理を使って，逆関数定理を証明せよ．（ヒント：F (x, y) = f(x)− yと定義
して，F に陰関数定理を適用せよ．）



2. Lを正の整数，αをゼロではない実数とし，関数 F : RL
++ → Rを

F (x) =
(
min{x1, x2, . . . , xL}

)α
と定義する．

(a) F は同次関数であることを証明せよ．その際，同次性の次数を求めよ．

(b) 任意の x ∈ RL
++に対し，xにおいて xの方向に関して（方向）微分可能であ

ることを証明せよ．

(c) 任意の x ∈ RL
++に対し，もし x1 = x2 = · · · = xLならば，いずれの変数に関

しても偏微分可能ではないことを証明せよ．

3. (a) 任意の x > 0と任意の正の整数N について，exp (x) >
∑N

n=0 x
n/n!が成立す

ることを証明せよ．（ヒント：テイラー展開を使え．）
(b) 関数 f : R → Rを以下のように定義する：

f(x) =

 exp

(
−1

x

)
(x > 0),

0 (x ≤ 0).

このとき，任意の正の整数 nについて，ある (n − 1)次の多項式 pnが存在し
て，任意の x > 0について，f は xで n回微分可能で，

f (n)(x) =
pn(x)

x2n
f(x)

が成立することを証明せよ．（ただし，f (n)は f の n回微分を表す．ヒント：n

に関する帰納法を使え．）

(c) f は 0で任意の回数微分可能であり，f (n)(0) = 0が成立することを証明せよ．
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